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技術者倫理

21世紀になって，技術者に何故倫理が強調
されているか？（必要とされているか？）

常識では考えられないミスや判断によって，
多くの犠牲者を出す事故が多発している

ミスや誤った判断の元凶には，技術者として（その前に
人間として）の倫理が不足していることが指摘されている
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倫理（Ethics)：行動の規範としての道徳観や
善悪の基準

道徳（Morality)：社会生活の秩序を保つために
ひとりひとりが守るべき行為の
基準

人が生きていく上での必要・基本事項
（誰もが身につけていなければならない）
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法と倫理の関係

モラルに基づく判断を規範（Norm）の
形にしたものが倫理

法は，国･自治体など権力による強制を
用いる他律的な規範



4

技術者倫理不足が引き起こした事故事例

身近なところでは，
①マンションの耐震強度不足問題

②某自動車メーカーのリコール隠し問題

③某食品メーカーの食中毒問題

④スペースシャトルの爆発事故

⑤JCOによる臨界事故

多くの犠牲者を出し（出しそう），
多額の賠償金を支払う必要
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何故事故は起こったのか？

(1)スペースシャトル爆発事故
(1986.1.29)

原因は，シール性能不足により
高熱ガスが漏洩し，タンク内の
燃料に引火･爆発

搭乗員全員死亡(7名)，
今後の打ち上げ計画
全て延期
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ただの過失事故で済まされない理由

シール性能の不安を指摘する意見があったにも
かかわらず，打ち上げを行ってしまった

ロジャーズ委員会で原因究明

組織の体質や意思決定によって，技術者の
意見が通らずに起こってしまった事故

・すでに打ち上げ計画に遅れが生じており，
これ以上は延ばせない（予算削減される）
・これまでにも現状で打ち上げられていた
（実績がある）
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(2) JCO臨界事故（1999.9.30）
被爆者 JCO社員 172（死亡2）

原研関係者 57
消防士 3
一般住民 207

原因は，
作業指示書の不遵守
（絶対安全だが作業
効率が悪過ぎる）

↓
裏マニュアルの存在
（安全だがまだ効率
が悪い）

↓
現場の逸脱

（効率優先で勝手な
作業）
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ただの過失事故で済まされない理由

裏マニュアルの存在公認，
現場での作業が集団で行われていた

会社という組織の中では，この行動は正当
であった（裏マニュアルは会社公認，現場
作業はQCサークルから発案）



9

(3) 雪印食中毒事故(2000.6）

近畿地方の2府4件，岡山県で1200人が食中毒
（しかも殆どが小中学生）

原因は，
大阪工場の
ずさんな
衛生管理
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実は，1955年にも集団食中毒事件を
起こしていた．45年も前であり，当時の
教訓が風化していた．

ただの過失事故で済まされない理由

経営トップの軽薄な危機意識が露呈．
（対応の遅れ・お粗末）
私は昨日寝ていないから疲れている・・・・
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事故原因として共通して指摘されて
いることがある

集団思考

当事者間における勝手な思考・思い込み

一般的には間違いであるが，
当事者間では正当化される
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集団思考の八つの兆候
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(4) フォード社「ピント」の発売(1960代)

約500人が事故で焼死

原因は，差動歯車ハウジングのボルト頭が
露出しており，後ろから衝突された際に
ボルト頭が燃料タンクに穴を開け，ガソリン
に引火して焼死した．

社内実験では，12回の試験中11回が不合格
となっていたにも関わらず，販売に踏み切った
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諸悪の根源は，人の命に値段を付けて，
販売の判断基準にしたこと
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実際には，予想以上の損害賠償と
名誉（信用失墜）を失う結果になった

この車種以外の自動車も
売れなくなった
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企業においてコストを考えることは重要であるが，
リスクマネジメントを怠ると結果は悲惨になる

企業の最大の
目的は，利益
を上げること
（上げ続ける
こと）である
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これからの技術者像（技術者教育目標）

これまでの工学教育 これからの工学教育
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規範に基づく
行動が必要
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製薬メーカー（エーザイ）の行動規範
（社内にポスター的に掲示されている）
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製造者の責任を法的に明確化

製造物責任法（PL法）
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過失責任の
種類と刑罰

１つの事故が
起こると法的
には，多くの
罪に問われる
ことになる
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欠陥の階層化

どの段階で欠陥があったのか？

チェック機構の整備と強化が重要

役員会における監査役，決算における会計監査法人の役割が重要
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倫理の実践においては，
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判断の基準としては，

さらに，自分の立場
自分の生活（家族の生活）保証

生命の保証
・
・
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お奨めの行動は，
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社会として技術者資格の認定

日本では，技術士（国家資格）
（米国ではFE，PE）

大学教育にも関係してくる → JABEE
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日本技術者教育認定機構（JABEE）
大学における技術者育成の教育プログラムを認定
する機関で，認定を受けた学科を卒業すると，一次
試験を免除される特典が付与される

認定プログラムなので
非常に厳しく学生の成
績評価をしなければな
らない．
試験答案も保管する必
要があり，ゲタを履かせ
ることができなくなるの
で，学生にとってはよい
ことばかりではない
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国際的な資格の認証

技術者としての資格を国際的に（相互）認証する
動きが活発化している

(1)欧州：欧州エンジニア団体連合（FEANI）
EU加盟国＋東欧で150万人の技術者を認定

(2)北米：プロフェショナル･エンジニア制度
(3)アジア：APECエンジニア･プロジェクト

APEC経済圏14国が加盟（日本も加盟）
(4)ワシントン協定
英語圏（英国，アイルランド，カナダ，米国，
オーストラリア，ニュージーランド）＋南ア，
香港（中国），日本が加盟

技
術
者
は
ボ
ー
ダ
レ
ス
の
時
代
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企業に対する資格認証

ISO9000シリーズ（品質保証）
ISO14000シリーズ（環境対策）

ISO規格なので，認証は
国際的に有効
（貿易においては，認証が
ないと死活問題）


